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●例　会　場／東山荘講堂
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／御殿場ロータリークラブの歌
●内　　　容／ロータリー財団月間に因んで
　　　　　　　ロータリー財団委員会委員長　斉藤礼志君

●会員誕生日／11月25日　鈴木榮一君　11月28日　林　　準君
　　　　　　　12月１日　小野寛幸君
●夫人誕生日／11月26日　山﨑伊久雄君　ご夫人　久子様
　　　　　　11月29日　長島和彦君　ご夫人　亜希子様

●結婚記念日／11月25日　勝又敏雄君　美津代様　ご夫妻
　　　　　　11月25日　高村繁男君　博子様　ご夫妻
　　　　　　11月26日　長田富夫君　枝津子様　ご夫妻
●皆　出　席／11月21日　鈴木榮一君（ロータリー歴36年）

第2642回　例会プログラム

会　員　慶　事

55名 52名 48名 92.31％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

11/18の出席報告

欠席者（４名） ※やむを得ず欠席される方は、
　午前９時50分までにご連絡下さい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

橋 本 喜 市

会 長 挨 拶
　　　　　　　

会長挨拶用
ＱＲコード

　本日は11月第３木曜日、とい
えばボジョレー・ヌーヴォーの解禁日です。ボジョ
レー・ヌーヴォーとは、フランスのボジョレー地区で
その年に収穫したぶどうを醸造した新酒ワインである
ことは、皆さんご存じの事かと思います。
　これは、すっかり日本の秋の風物詩となりました。
フランスの法律で毎年11月の第３木曜日が解禁日とさ
れていて、日付変更線の関係で、世界で一番早く解禁
日が来るのが日本なので、フランスよりも早く飲める
ことになります。実際には流通の関係でこの日より数
日前に入荷していますが、販売してはいけないことで
すし、飲むこともできません。ボジョレーと名乗るこ
とができるワインは、赤であればガメイ種という品種
のぶどう、白ならばシャルドネ種と法律で限定されて
います。さらに、ボジョレー・ヌーヴォーは赤とロゼ
に限定されているので白はなく、ほとんどが赤です。
当然、ボジョレー地区以外でも新酒は作られています
が、ボジョレーが名高いのはガメイ種が他のぶどうに
比べると短期間で程良く育ち、フレッシュでおいしい
ワインを造るのに適しているからだと言われています。
これに加え特殊な製法で造られているので、ボジョ
レー・ヌーヴォーは美味しいという訳です。これより
ワンランク上のボジョレー・ヴィラージュ・ヌー
ヴォーも人気が出ています。

　もちろん、日本国内でも10月下旬頃から各地のヌー
ヴォー（新酒）が出荷されています。なかでも、山梨
県では、11月３日を「山梨ヌーヴォー」の解禁日と決
めて発売が始まりました。最近の日本ワインは世界で
も高い評価を得ています。
　特に、山梨では様々なぶどうの品種が栽培されワイ
ン醸造が行われています。とはいっても、それぞれの
品種によって収穫時期が違いますので、できる新酒の
時期も違います。が、日本固有の品種「甲州」と「マ
スカットベリーＡ」で作った新酒ワインを「山梨ヌー
ヴォー」といっています。「甲州」は白、「マスカット
ベリーＡ」は赤ですが、いずれもフレッシュで軽快な
酸味を楽しめると思います。また、収穫されたぶどう
果汁は酵母によってワインになりますが、その過程の
状態をモロミといい濁っています。そのモロミの美味
しさを味わえる「にごり新酒」があります。アルコー
ル度数は８度くらいで、とてもフレッ
シュでフルーティーなので女性には人気
ですのでお薦めのワインかと思います。
この時期しか飲めないので一度ご賞味下
さい。



先日の日曜日にエコパスタジアムで行われ
たラグビー県大会決勝で孫・息子が所属し
ている静岡聖光学院が勝利し、花園への
キップを手にすることができました。
皆さまの応援のおかげです。ありがとうございました。
それに伴い、今後寄付金のお願いをさせていただきたく存じますの
で、その節は何卒よろしくお願い申し上げます。
勝又敏雄君　　勝又　淳君
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11/18のスマイル
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鈴 木 善 明君

米山記念奨学委員会
副委員長

長島　和彦

橋本　喜市
渋谷　　一

国際ロータリー第2620地区

司　会
久保田勇輝君

THE 米山月間

★2021年12月　御殿場ＲＣ例会プログラム★
月　　日 時　　間 会　　場 内　　　容 担当者及び卓話者

12：30 東山荘講堂 上半期を顧みて 会長・幹事・ＳＡＡ

12：30 東山荘講堂 クリスマス会 親睦活動委員会

12：30 東山荘講堂

旅行業界の現状と今後 勝又　洋君12/ ２（2643回）

12/ ９（2644回）

12/16（2645回）
12/23（2646回）

12/30

12：30 名鉄菜館

第一回クラブ協議会 全　員

 本来「米山月間」は10月であり、通常では奨学生を
お招きし、日頃の成果をご披露いただくこともありま
す。しかし昨年来のコロナ禍により、それも叶いませ
ん。そこで今回は「米山記念奨学事業（以下「米山事
業」）」について、“故（ふる）き”を温めることで、
事業に対する思いを新たにしていただければと思いま
す。
　米山事業は、全国のロータリアンの寄付金を財源と
し、日本で学ぶ外国人留学生を支援する制度です。た
だ、これは米山梅吉翁（日本ロータリーの創始者）が
始めたものではなく、東京ＲＣがその精神を継承し、
設立した事業が原形となっています。ロータリーには
他にも「ロータリー財団」や「国際ロータリー」によ
る支援制度があり、毎年多くの奨学生を受け入れてい
ます。内容にはそれぞれ違いがありますが、「国際交
流による異文化理解」、「世界平和追求」という点では
いずれも一致しています。
　米山事業にはシンボルマークがあり、次のような意
味合いがあります。

①重なり合うハートは「ロータリ
アン」と「奨学生」。
②外国人留学生の支援・交流を通
じ、世界平和を願う“心”を育
てるという事業創設の願いを込
める。
③手はそうした“心”を生み出し、
ロータリアンの手で事業が支え
られていることを示す。
　また、米山事業の発足は、『戦後』というワードが大
きく関わっています。戦後のロータリアンには、二度
と戦争の悲劇を繰り返さないために「平和日本」を世
界に伝え、国際親善と世界平和に寄与したいという強
い願いがありました。そのためにも、将来、日本と世
界を結ぶ“架け橋”となって国際社会で活躍し、ロー
タリーの良き理解者となる人材を育てたいという思い
から、この事業を発足したのです。
　こうして生まれた米山事業から、これまで巣立った
学友は累計で２万人超。国籍は多様化し、世界中で活
躍しています。この事業がここまで大きくなったのは、
次の二点が大きく寄与しています。一点目は、「財源は
全国のロータリアンからの寄付金のみで運営されてい
る」ということ。ロータリアンの熱い思いが、これま
で多くの寄付金に託されてきました。二点目は「『世話
クラブ・カウンセラー制度』を設け“人を育てる”と
いう事業の本髄を担保している」ということ。我々
ロータリアンは、こうした事業に参画していることに
誇りを持ち、今後もその発展に尽力していきたいと思
います。

出席報告
長田　崇君

皆出席
池谷正徳君

特別休会

事業のシンボルマーク


